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賢威７エディターの記事の投稿の説明書 

 

賢威７エディターの記事の投稿についてまとめました。 

賢威テンプレートを使って解説しています。 

 

 

この「賢威７エディターの記事の投稿の説明書」の著作権は、全てベルメンエアにありま

す。 
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記事を書く場所をエディターと言います。呼び名はいろいろあります。 

ワードプレスの 5.0以降は、新エディターの「Gutenbergグーテンベルグ」が採用され

て、使いにくくなりました（涙） 

 

私は、使いこなせずに、旧エディターに戻して使っています。 

（賢威７はプラグイン Classic Editorで旧エディターに戻せます） 

 

ここでは、旧エディターでの記事の書き方の解説になりますのでご了承ください。 

 

簡単な基本となるエディターの使い方の解説になります。 
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賢威７の記事の投稿の解説です。 

 

まず、記事を作成するときに、直接エディターに入力する方法と、メモ帳・TeraPad(テラ

パッド)に一度書いてから、エディターにコピペする方法があります。 

 

私のおすすめは、メモ帳・TeraPad(テラパッド)に一度書いてから、エディターにコピペす

る方法です。文字の装飾や、色付け、などは、コピペ後にやらなくてはなりませんが、記

事の書きやすさから言うとメモ帳・TeraPadが良いです。 
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それでは、賢威７のエディターの解説です。 

ダッシュボード →投稿 →新規追加 

 

エディターには、「ビジュアル」「テキスト」の２種類のエディターがあります。 

Cocoonはビジュアルが書きやすく、賢威７はテキストが使いやすいです。 
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ここにタイトルを入力 →記事のタイトルを入力します。 

赤く囲った欄に記事を入力します。 

 

ビジュアル・テキストの切り替えが出来ます。 

 

文字の装飾が出来ます。 
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表示オプション 

 

関連記事設定 

メタデータ 

ディスカッション 

インデックス/フォロー 

カテゴリー 

タグ 

アイキャッチ画像 

レイアウト 

PVランキングから除外 

目次の自動生成 

以上にチェックします。 

 

レイアウト ２列（１列よりも使いやすいです） 

追加設定 チェックします。（集中執筆モードは、画面がエディターのみ表示されます。） 
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メタデータ 

 

メタキーワード 記事のキーワードを入力します。メタキーワードは現在では SEO的に影

響しないと言われていますが、キーワードを意識する意味で入力します。複数ある場合は

「,」半角カンマ（コンマ）で区切ります。 

 

メタディスクリプション 記事のメタディスクリプションを１２０文字前後で入力しま

す。（抜粋 メタディスクリプションに記入しなければ、抜粋に記入したものが表示され、

抜粋に記入しなければ、記事の先頭の文章が表示されます。） 
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ディスカッション 

 

ディスカッション 記事毎に、コメント欄を表示して、コメントを許可するか、許可しな

いか選択できます。また、記事毎に、トラックバック・ピンバックの許可の選択が出来ま

す。「ワードプレスの各設定の説明書」で詳しく解説しています。 
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関連記事設定 

 

賢威７の関連記事は、カテゴリーとタグが選択出来て、同じ、カテゴリー、タグの記事が

５件表示されます。両方にチェックがある場合はカテゴリーが優先されます。 

 

賢威７の関連記事は、カテゴリー、タグに関連しなくても、特定の記事を URLを入力して

表示することもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



12 

 

記事の抜粋を表示する  

 

※記事にアイキャッチ画像が設定してあれば、関連記事にサムネイル画像が表示されま

す。 

 

 

インデックス/フォロー 

 

Noindex・nofollow 

記事ごとに、noindex・nofollowが選べます。 

例えば、特定の記事、固定記事を検索エンジンにインデックスさせたくない時、リンクを

フォローしてほしくない時に使います。 
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公開 
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カテゴリー 

 

ここで、記事のカテゴリーを選択します。チェックします。 

 

記事が新しいカテゴリーの時は、「新規カテゴリーを追加」または 

「ダッシュボード →カテゴリー」から作成できます。 
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タグ 

 

タグは、無ければ設定しなくても良いです。 

アドセンス審査時は、タグ機能使わないほうがよいです。 
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アイキャッチ画像アドセンス審査中は使いません。 

 

 

レイアウト 

 

レイアウトは、ブログのレイアウト（１カラム、２カラムなど）から、個別記事単位で、

カラムを変更できる機能です。また、個別記事に「メニュー・サブコンテンツ」を表示・

非表示が出来ます。基本は、「共通設定を適用」で良いです。 
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PVランキングから除外 

 

記事、固定記事を、PVランキングから除外することが出来ます。例えば、固定ページで作

成した、お問い合わせ・プライバシーポリシー・サイトマップなど、表示したくない場合

に使う機能です。 
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目次の自動生成アドセンス審査中は使いません。 

 

記事毎に、目次を、表示・非表示の設定が出来ます。 

例えば、普段は、非表示にしているのですが、長い記事で目次があったほうが読者にとっ

て見やすい時などに表示にします。 

 

アドセンス審査中に、目次を載せない理由は、基本目次は見出し＜ｈ２、３・・・＞を使

います。見出しにはキーワードを入れるので、記事に表示されるキーワード数が目次分、

多くなります。キーワードが多くなっても良いのですが、アドセンス側に、「キーワードだ

らけで記事を構成している」と思われないために、目次は審査時には外しています。 

 

 

 

最初は慣れが必要ですが、記事をたくさん書くことで、操作も慣れてくると思います。 

どんどん記事を書いてみてください。 

 

 

以上、「賢威７エディターの記事の投稿の説明書」でした。 

 

 

ベルメンエア 

アドセンスリアライズ 

https://muninget.com/ 

 

https://muninget.com/

